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テーマ
河川における生息地連続性の重要性 — 河川生態系への影響評価
および保全方策

概要

河川生態系における攪乱や河川工作物の存在が、生息地の連続
性、さらには個体群・群集の健全性・持続性に与える影響を明らかに
する。また、生物の移動・分散に配慮し災害対策モニタリングの機能
を持つInternet of Things(IoT)型の魚道・生物避難場所・小水力発電
に関する技術開発や、保全と治水のトレードオフ（一得一失）評価手
法の開発を行い、合理的な河川管理行政に資する。

テーマ
気候変動及び流域治水シナリオに基づく生物多様性の評価とハビ
タット管理手法の提案

概要

流域治水は、１）流域（堤内地）での貯留空間の増大に伴う陸水環境
の再生、２）河道分担流量の抑制による河道への過度な人為インパク
トの回避、３）掘削方法の工夫による河川環境の保全・創出に、繋が
る可能性がある。本研究では１）～３）を検討し、流域治水が生物多様
性の損失回避・向上に資する程度を評価するとともに、生物多様性保
全の視点から流域治水の進め方に関する基本的な考え方を提案す
る。

テーマ
多様な扇状地河川を有する富士川流域における治水と環境を両立す
る流域治水策の検討に向けた研究

概要

多様な特徴を持つ扇状地河川を有する1級河川富士川水系を対象と
し、扇状地河川で特徴の異なる支川領域と本川氾濫原領域にアプ
ローチし特徴と機能を解明するとともに、水系全体の複数の空間ス
ケールをターゲットとした生物群集とその環境の有する特性を明らか
にし、扇状地河川の特性に基づいた流域治水対策による生態系の保
全・再生プロセスの提案を目的とする。

テーマ
徳島県吉野川の流域治水における農地の活用と生物多様性保全に
関する環境防災学研究

概要

吉野川流域での環境と防災の両立を目指し、(１)生物相と氾濫状態と
の関係性評価とシナジー効果として、氾濫環境を指標する生物種群
の潜在的ハビタット地図を作成し、農地の立地類型地図とオーバーレ
イすることで、流域景観レベルでのハビタット多様性を見出。これを基
に、各ハビタット内で現地調査を行い、農法等の水管理とも関連づけ
ながら種の存在様式を把握する。(2) 流域の水管理のあり方に関する
研究として、コウノトリ保全活動が行われている吉野川下流域（鳴門
市）、田んぼタムの活動が行われている中流域（美馬市）での水管理
と活用の歴史的な背景を把握しながら、これら自律的活動を支えるイ
ンセンティブを浮かび上がらせることで、流域ガバナンスのあり方を検
討する。
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